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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・11/18（水）・19（木）・20（金）とスタッフのインフルエンザ予防接種あり。

・第6回院内研修について。
日時：12/2(水)　12/3(木)　17:15～17:45　　場所：メンタル病棟3階　会議室
テーマ：「精神科における医療安全管理」　　講師：村松　健吾氏
グループワークを行う為11/24（火）までに出席を入力し、当日筆記用具を持参すること。
・ケアアセスメントについて、各自、担当利用者に聞き取りをおこない、12/4（金）までに入力をしていくこと。
＜利用者様情報＞
・野月　利章様～来所時、体温37.6℃であり、体調を確認。右耳下から頸部付近にかけて痛みがあるとのこと。咳や鼻汁等の風邪症状はみられない。昨日、病院に行ったがやっていなかったと話しており、再度病院に行くよう勧めている。休養を促すと、午前中は個室で休まれている。休養後も、右耳下から頸部付近にかけての痛みは変化ないとのことで、その他に関節の痛みも訴えている。体温36.8℃～37.3℃で経過。午後からのプログラムには表情良く参加出来ている。

・淡路智恵子様～昨日帰り際に「（グループホーム入所者）○○さんから怒られるかとビクビクして生活するのは嫌だ」「膝も痛いし死にたい。安楽死させてほしい」と表情険しく話される。安楽死したい事を書いた手紙を妹に見せたが取り合ってくれなかったとのこと。「市役所へ相談に行こうかと思う」とスタッフへ相談がある。そのような状態で市役所へ相談に行っても病状悪化しているように見え、受診を勧められる可能性があることや膝の痛みについては、加齢によるものと考えるよう説明している。スタッフと話した後は落ち着いた様子で帰宅されている。

本日来所時、興奮気味に大声での話し掛けがある。「灯油代がいつもは1～2なのに、10万円で請求来たんですよ。気付いたから良かった。グループホーム世話人がわざとそうしてるのかな。」と被害的な様子。1～2とは金額かメーターか確認すると金額が1万円～2万円との事。わざとではなく、間違えたのではないかと伝える。金額は解決したと話す。その後は訴えなく、落ち着いてプログラムへ参加している。

・高橋　洋子様～11/17の服薬チェック時、月日が同じ日があり、自宅にある薬が次回問診まであるか確認するよう促している。本日、服薬確認すると、自宅で残薬を確認したところ11/25までの薬はきちんと揃っているとのこと。来所時より、「今日は調子がよい」と活気ある様子で話している。運動療法では「疲れた」と途中見学しているが、その後のプログラムでは集中して取り組まれている。

・鈴木真知子様～昨日帰荘後、表情の硬さ見られており、スタッフの声替えにも返答されず反応の鈍さ見られている。朝食は主食2口程度のみ摂取と情報提供ある。デイナイトケアでは、レクダンスは殆ど取り組めていなく、スタッフ声掛け時のみ体（右側）を動かしている。また、トイレ篭りも長い。昼食ほぼ全量摂取。12：30に階段近くのドア前で、コップに水を入れて立ち尽くしているが、ドアを開けて外に出ようとしたため、スタッフ声掛けすると、すぐに戻っている。理由を確認するが、「お風呂まで時間があったから、ちょっと歩きたくて」と話している。外に出たい時は、必ずスタッフに話すよう伝えている。今後も所在確認、様子観察をしていく。

・倉橋　生子様～帰荘後、特定利用者様に強い口調で話していたが、相手にしないためトラブルには発展していないと情報提供ある。デイナイトケアでは、11時頃よりプログラムへ参加せず廊下での放歌が見られ、プログラム中であること、静養している方がいる事を説明している。不機嫌な表情をされ、スタッフへ背を向けている。以後、放歌を止めプログラムへ参加されている。プログラム中はワザとらしく大声を出してあくびをしていること見られている。昼食後、昨日服薬変更になり、足が軽い」と話し、足を動かして見せる様子が見られているが、他者交流なく過ごされている。今後も様子観察していく。

・岩城　敏夫様～昨日まで、軽い肺炎と診断され欠席となっていたが、本日来所されている。来所時の体温36.4℃。昼食は全量摂取。プログラムにも参加できており、不調の訴えは聞かれていない。
・馬渡　武光様～昨日尿汚染したズボンをそのまま履いて来ている。本日、風呂日であり入浴した際、ズボンを交換している。トイレは、頻回に行かれている。

＜外来情報＞
・土佐　将志様～便秘気味とのことで、マグニット3錠が1週間分処方となる｡日赤整形外科受診しているが、今後はいとう整形外科を受診するよう紹介されている｡

カンファレンスシート（田名部　浩平様）

実施日：H27年11月19日（木）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：會津・鳥谷部・油津

参加者：慶長・川井・會津・戸賀沢・工藤・藤田

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	田名部　浩平様
	性別
	男
	年齢
	33
	生年月日
	S57.3.8

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質代謝異常症

	治療方針（医師の指示）
	基本的な生活習慣を身に付ける、対人関係を学ぶ

共同生活を覚える、現実的判断を学ぶ

作業能力・持続性の向上、病識をつける

	本人希望
	仕事をしたい

	家族希望
	就労してほしい

	入院歴
	計１回（最終： H 21 年 6 月 10 日 ～ H 26 年 5 月 10 日

	通所歴
	2回目

· 前回： H17年5月 ～ H21年6月10日

· 今回： H26年5月13日～現在　　（週4回/火～金曜日）

	その他サービス利用
	

	住居：

青山荘入所
	家族構成

両親は、本人4歳頃離婚している。母親は、親戚経営の洋品店に勤務している。4歳違いの兄がいるが、現在は派遣社員として岩手県北上市で働いている。その兄と本人の関係性が良くないと母親は危惧している。

	利用制度
	精神障害者保健福祉手帳　2級
	障害基礎年金2級
	自立支援医療

	備考：事例検討に必要な情報を記載


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	自宅での生活に向けて、再発せずデイケアへ通う
	①デイケアを休まず、生活リズムを整える。


	①デイケアでの不安やストレスをスタッフへ相談する。


	①不安や分からない事はスタッフへ相談する。本人から相談がない時は、スタッフから声を掛けて不安の確認をする。就労についての不安も確認していく。

	
	②対人交流を円滑にする。
	②個別でのＳＳＴを行い、円滑な対人交流の仕方を学ぶ。挨拶を相手に聞こえる声で行う。
	②自分から他者へ挨拶する。スタッフは、挨拶の確認を行い、声が低い時は声掛けする。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状（達成度80％）
	今後の対応

	①デイケアでの不安やストレスをスタッフへ相談する。
	・本人からは必要なこと以外は話し掛けることはないが、話し掛けに対しては適切な内容で返答している。

・ミーティングにて、進行を行うメンバーが不在の時は始まりの挨拶や時間の管理を行っている。評価すると「はい」と返答している。

・青山荘退所に向けて自炊を行っているが、時折忘れてしまい食事を発注することがあると情報提供ある。デイケアでの調理実習の日程を間違えることもある。本人から日程を確認してくることもない。

・プログラム変更に伴い、月曜日に利用したいと話すが、担当医から現状で良いと言われたとのこと。

・就労について、一般就労が出来るのではないかと利用当初は話していたが、就労支援プログラムで作業所などの施設を紹介した事で作業所利用についても考えている様子。

・お母様は本人が仕事をして欲しいと思っている。「仕事をさせる為にデイケアに通わせている」と話している。
	現状としてデイケアの利用はほぼ100％となっており、遅刻などもないことから、目標は達成されている今後は、本人の目標である就労についての目標・計画を本人と面談を行い、組み立てていく｡

	②個別でのＳＳＴを行い、円滑な対人交流の仕方を学ぶ。挨拶を相手に聞こえる声で行う。
	・本人から積極的な挨拶はするが、声が小さいため聞き取りにくい時もある。相手の顔を見て挨拶する事は出来ている。

・ミーティングでは、他者に聞こえるような大きな声で挨拶や進行を行っている。

・他者から誘われるとカラオケに参加され、ある程度は交流を持たれている。

・お母様は、外出した際に親戚と会っても本人が挨拶をしない事に不安を感じると話している。
	現状としてデイケアの利用はほぼ100％となっており、遅刻などもないことから、目標は達成されている今後は、本人の目標である就労についての目標・計画を本人と面談を行い、組み立てていく｡








